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(57)【要約】
【課題】凝集や沈澱がなく、良好に分散した新規な植物用着色肥料を提供すること。
【解決手段】窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少なくとも１種以上
の肥料成分、有機顔料、および水溶性樹脂を含有し、水分含量６０重量％以上の植物用着
色肥料を調製する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少なくとも１種以上の肥料成分、
有機顔料、および水溶性樹脂を含有し、水分含量６０重量％以上の植物用着色肥料。
【請求項２】
前記肥料成分の植物用着色肥料全体に対する割合で、窒素全量として０．１～１．０重量
％、水溶性リン酸として０．０５～０．５重量％、および水溶性カリウムとして０．０５
～０．５重量％である、請求項１記載の植物用着色肥料。
【請求項３】
前記水溶性樹脂が、膠、ゼラチン、シェラック樹脂、スチレン系樹脂、アクリル系樹脂、
ポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリド
ン、およびセルロース系樹脂からなる群より選択される少なくとも１種である、請求項１
または２項記載の植物用着色肥料。
【請求項４】
さらに、グリセリン、アルキレングリコール、およびアルキレングリコールアルキルエー
テルからなる群より選択される１種または２種以上の水溶性有機溶剤を含有する、請求項
１から３までのいずれか１項記載の植物用着色肥料。
【請求項５】
前記肥料成分が、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、チオ尿素、尿素
、第二リン酸アンモニウム、および硝酸カリウムからなる群より選択される少なくとも１
種の化合物を溶解させることで得られる、請求項１から４までのいずれか１項に記載の植
物用着色肥料。
【請求項６】
前記肥料成分が、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、および第二リン
酸アンモニウムからなる群より選択される１種、チオ尿素および尿素からなる群より選択
される１種、および硝酸カリウムを溶解させることで得られる、請求項１から５までのい
ずれか１項に記載の植物用着色肥料。
【請求項７】
前記肥料成分が、尿素、第二リン酸アンモニウム、および硝酸カリウムを溶解させること
で得られる、請求項１から６までのいずれか１項に記載の植物用着色肥料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物、特に芝用の着色剤としての機能も有する植物用着色肥料に関する。よ
り詳細には、有機顔料を含む植物用着色肥料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　植物一般、とりわけ芝生、特にゴルフ場などの芝生は、その鮮やかな緑色が望まれる状
態であり、常時緑色であることが望ましい。このため、品種によって自然に起きる冬場の
枯れを防ぎ、緑化期間を最大にすることが関心事となっている。
【０００３】
近年、様々な緑色保持技術が提案されている。芝の品種を枯れにくい外来種にすることも
考えられるが、高価であり広い範囲の場所に対しては、現実的ではない場合がある。これ
に対し、芝の葉面に薬剤や肥料を散布する方法は、価格的にも実施しやすい。このような
方法としては、複数種の植物ホルモンを混合して散布する方法（特許文献１）がある。し
かしながら、薬剤散布による緑葉期の延長期間は長くても４～８週間程度が限界であり、
結局のところ冬の寒い時期には芝が枯れて黄変してしまうのを防止できるまでには至らな
い。
【０００４】
さらに、アルミニウム鉱滓を主原料とする芝の緑葉期延長用土壌改良材（特許文献２）な
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ども提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平６－３３６４０７号公報
【特許文献２】特開２００４－０５９７３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明は、植物、特に芝生の枯れを防ぎ、かつ芝生が色鮮やかな緑色を呈することができ
るような着色剤入り肥料を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明者らは、有機顔料が分散した水溶液の系に、肥料を加えることで、成分同士の電荷
の影響による、成分の凝集および沈澱という現象が見出されるも、特定の成分において、
解消されることを見出し、前記課題を解決すべく、鋭意検討を重ねた結果、分散性良好で
ありながら、肥料効果と着色効果とを兼ね備えた新規な植物用着色肥料を調製することに
成功し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
本発明は、窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少なくとも１種以上の
肥料成分、有機顔料、および水溶性樹脂を含有し、水分含量６０重量％以上の植物用着色
肥料、に関する。
【０００９】
上記植物用着色肥料において、上記肥料成分の植物用着色肥料全体に対する割合としては
、窒素全量として０．１～１．０重量％、水溶性リン酸として０．０５～０．５重量％、
および水溶性カリウムとして０．１～１．０重量％であり得る。
【００１０】
上記植物用着色肥料において、上記水溶性樹脂が、膠、ゼラチン、シェラック樹脂、スチ
レン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリビニルア
ルコール、ポリビニルピロリドン、およびセルロース系樹脂からなる群より選択される少
なくとも１種であり得る。
【００１１】
上記植物用着色肥料において、さらに、グリセリン、アルキレングリコール、およびアル
キレングリコールアルキルエーテルからなる群より選択される１種または２種以上の水溶
性有機溶剤を含有し得る。
【００１２】
上記肥料成分は、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、チオ尿素、尿素
、第二リン酸アンモニウム、および硝酸カリウムからなる群より選択される少なくとも１
種の化合物を溶解させることで得られ得る。
【００１３】
上記肥料成分は、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、および第二リン
酸アンモニウムからなる群より選択される１種、チオ尿素および尿素からなる群より選択
される１種、および硝酸カリウムを溶解させることで得られ得る。
【００１４】
上記肥料成分は、尿素、第二リン酸アンモニウム、および硝酸カリウムを溶解させること
で得られ得る。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の植物用着色肥料は、液中の有機顔料と肥料成分との分散性がよく、時間の経過
によっても凝集や沈澱を生じにくく、さらに、着色と芝への施肥とを同時に効率よく行う
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ことで、芝の枯れを防ぎ、また、枯れた芝生に対しては、鮮やかな緑色を着色することが
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】図１は、高麗芝に着色肥料を適用した場合の緑化効果を適用なしの場合と比較し
たものである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
本発明の植物用着色肥料は、窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少な
くとも１種以上の肥料成分、有機顔料、および水溶性樹脂を含有し、水分含量６０重量％
以上のものである。
【００１８】
窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少なくとも１種以上の肥料成分と
は、好ましくは、窒素、リン、およびカリウムの元素のすべてを含み、適宜他の元素も含
む肥料成分である。
【００１９】
窒素は、窒素全量として、植物用着色肥料の０．１重量％～１．０重量％含まれることが
好ましく、より好ましくは、植物用着色肥料の少なくとも０．２重量％含まれ、０．２重
量％～０．６重量％が好ましく、０．３重量％程度が最も好ましい。その窒素源は、特に
限定されず、例えば、尿素、アンモニア性窒素あるいは硝酸性窒素のいずれもが用いられ
る。
【００２０】
リンは、水溶性リン酸として、植物用着色肥料の０．０５重量％～０．５重量％含まれる
ことが好ましく、より好ましくは、植物用着色肥料の少なくとも０．１重量％含まれる。
より好ましくは、０．１～０．３重量％程度含まれ、０．２重量％程度が最も好ましい。
【００２１】
カリウムは、水溶性カリウムとして、植物用着色肥料の０．１重量％～１．０重量％含ま
れることが好ましく、より好ましくは、植物用着色肥料の少なくとも０．２重量％含まれ
る。より好ましくは、０．１～０．３重量％程度含まれ、０．２３～０．２５重量％程度
が最も好ましい。
【００２２】
具体的には、限定はされないが、これらの元素を含み、水溶性樹脂との相溶性に優れるピ
ロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、チオ尿素、尿素、第二リン酸アンモ
ニウム、および／または硝酸カリウム等を混合することで、肥料成分を含む植物用着色肥
料が調製され得る。
【００２３】
好ましくは、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、および第二リン酸ア
ンモニウムからなる群より選択される１種、チオ尿素および尿素からなる群より選択され
る１種、および硝酸カリウムを溶解させることで、肥料成分を含む植物用着色肥料が調製
され得る。
【００２４】
特に好ましくは、尿素、第二リン酸アンモニウム、および硝酸カリウムを混合することで
、肥料成分を含む植物用着色肥料が調製され得る。これらは、特にインク組成物との相溶
性に優れるため、本発明に都合よく用いることができる。
【００２５】
本発明で用いられる有機顔料としては、典型的には、単一で緑を発色するもの、青と黄の
混合、または青、黄、緑の組み合わせがある。
【００２６】
本発明において顔料はこれらの色相を呈するものであれば、構造において限定されるもの
ではなく、マゼンタ顔料、イエロー顔料、及びシアン顔料のいずれであってもよい。有機
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顔料としては例えば、ペリレン化合物顔料、ペリノン化合物顔料、キナクリドン化合物顔
料、キナクリドンキノン化合物顔料、アントラキノン化合物顔料、アントアントロン化合
物顔料、ベンズイミダゾロン化合物顔料、ジスアゾ縮合化合物顔料、ジスアゾ化合物顔料
、アゾ化合物顔料、インダントロン化合物顔料、インダンスレン化合物顔料、キノフタロ
ン化合物顔料、キノキサリンジオン化合物顔料、金属錯体アゾ化合物顔料、フタロシアニ
ン化合物顔料、トリアリールカルボニウム化合物顔料、ジオキサジン化合物顔料、アミノ
アントラキノン化合物顔料、ジケトピロロピロール化合物顔料、ナフトールＡＳ化合物顔
料、チオインジゴ化合物顔料、イソインドリン化合物顔料、イソインドリノン化合物顔料
、ピラントロン化合物顔料、イソビオラントロン化合物顔料、またはそれらの混合物のマ
ゼンタ顔料、イエロー顔料、またはシアン顔料が挙げられる。有機顔料の使用量は特に規
定されないが、最終的に得られる植物用着色肥料中で、固形分含量で、通常１～２５重量
％となるのが好ましく、さらには、２～１５重量％となることが好ましい。
【００２７】
有機顔料を分散させるための水性媒体は、水が好ましく、特には、イオン交換水が好まし
い。水性媒体は、植物用着色肥料の５０重量％以上、好ましくは、６０重量％以上、より
好ましくは、７０重量％以上の割合で含まれる。必要に応じ、水溶性樹脂や水と相溶する
水溶性有機溶剤を添加することができる。
【００２８】
水溶性樹脂としては、天然樹脂や合成樹脂など様々な樹脂を用いることができる。たとえ
ば天然樹脂では、膠、ゼラチン、シェラック樹脂等が、合成樹脂ではスチレン系樹脂、ア
クリル系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリウレタン系樹脂、ポリビニルアルコール、ポリ
ビニルピロリドン、セルロース系樹脂等が挙げられる。本発明では、特に、アクリル系の
共重合体が好ましく用いられるがこれに限定されない。本発明では、もし用いられる場合
には、水溶性樹脂のインク中の含有量は、特に限定されるものではないが、１～２０重量
％の範囲で用いられることが好ましい。さらには、１．５～５重量％がより好ましい。
【００２９】
水溶性有機溶剤としては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチ
レングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレング
リコール等のアルキレングリコール類、グリセリン等の多価アルコール類またはそれらの
アルキレングリコールアルキルエーテル類等が挙げられる。水溶性有機溶剤の使用量は、
その種類によって異なるが、通常、使用する場合には、植物用着色肥料全体において、好
ましくは、１重量％～１０重量％、より好ましくは、２重量％～５重量％から適宜選択さ
れる。
【００３０】
本発明の植物用着色肥料には、必要に応じてｐＨ調整剤、防腐剤、または界面活性剤等を
添加してもよい。
【００３１】
防腐剤としては、用いる場合には、アルキルイソチアゾロン、クロルアルキルイソチアゾ
ロン、ベンズイソチアゾロン、ブロモニトロアルコール、オキサゾリジン系化合物、及び
クロルキシレノールからなる群から選択された１種以上の化合物が好ましい。
【００３２】
界面活性剤は、適宜、アニオン性、非イオン性、カチオン性、または両イオン性活性剤を
用いることができる。
【００３３】
アニオン性活性剤としては、脂肪酸塩、アルキル硫酸エステル塩、アルキルアリールスル
ホン酸塩、アルキルナフタレンスルホン酸塩、ジアルキルスルホン酸塩、ジアルキルスル
ホコハク酸塩、アルキルジアリールエーテルジスルホン酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオ
キシエチレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルアリールエーテル硫
酸塩、ナフタレンスルホン酸フォルマリン縮合物、ポリオキシエチレンアルキルリン酸エ
ステル塩、グリセロールボレイト脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセロール脂肪
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酸エステル等が例示される。
【００３４】
非イオン性活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン
アルキルアリールエーテル、ポリオキシエチレンオキシプロピレンブロックコポリマー、
ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシ
エチレンソルビトール脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルアミン、フッ素系、シリコン系等の非イオ
ン性活性剤が例示される。
【００３５】
カチオン性活性剤としては、アルキルアミン塩、第４級アンモニウム塩、アルキルピリジ
ニウム塩、アルキルイミダゾリウム塩等が例示される。
【００３６】
両イオン性活性剤としては、アルキルベタイン、アルキルアミンオキサイド、ホスファジ
ルコリン等が例示される。
【００３７】
このような植物用着色肥料の調製方法は特に限定はされないが、例えば、有機顔料を水性
媒体と混合する。この時、場合により、水溶性樹脂や水溶性有機溶媒を混合させることも
できる。これを、例えば、サンドミル中でガラスビーズとともに数時間分散させ、有機顔
料を含有するインク組成物を得る。
【００３８】
これとは別に、窒素、リン、およびカリウムからなる群より選択される少なくとも１種を
含む水溶液を、よく混合し、肥料成分の水溶液を調製する。
【００３９】
次に、有機顔料を含有するインク組成物に、調製した肥料成分の水溶液を撹拌しながら混
合し、本発明の植物用着色肥料を調製する。
【００４０】
調製の際の成分添加の順番は、特に限定はされず、この他の方法でもよいが、肥料のプラ
ス電荷とインクのマイナス電荷との引き合わせを少なくし、凝集を防ぐ為に肥料成分の水
溶液を有機顔料を含有するインク組成物に撹拌しながら混合して調製する。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の植物用着色肥料は、分散性が良好で、粉末等のような飛散の心配もないために
、着色と施肥が必要な、ゴルフ場、一般家庭の庭用に広く用いることができる。
【実施例】
【００４２】
　以下に、実施例によって本発明を具体的に説明するが、本発明はこれら実施例によって
限定されるものではない。なお、各例中の部および％はいずれも重量基準である。
【００４３】
（実施例１）
　青色有機顔料分散水溶液（ＰＳＭブルーＨＢ、御国色素社製）１．０重量部、黄色有機
顔料分散水溶液（ＰＳＭイエローＧＬ、御国色素社製）１７．０重量部、緑色有機顔料分
散水溶液（ＰＳＭグリーンＦＢ、御国色素社製）２．０重量部、メタクリル酸メチル－ア
クリル酸ブチル－アクリロニトリル共重合体９．０重量部、ジエチレングリコール５．０
重量部、防腐剤（住化エンビロサイエンス社製、ネオシントール５０８７）０．２重量部
、および水６３．２重量部とを混合し、ビーズミル（ウィリーエーバッコーヘン社製）中
でガラスビーズ〔直径＝１．０ｍｍ〕とともに循環分散（循環回数２０回）させ、有機顔
料を含有するインク組成物を得た。
【００４４】
これとは別に、尿素０．４重量部、第二リン酸アンモニウム０．２重量部、および硝酸カ
リウム０．５重量部、水１０．０重量部に溶解させ、肥料成分を含む水溶液を調製した。
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最初に用意しておいたインク組成物に、肥料成分を含む水溶液を８８．９：１１．１　　
の割合で混合し、最終的に、有機顔料分散水溶液２０重量％（有機顔料の固形分として４
％）、メタクリル酸メチル－アクリル酸ブチル－アクリロニトリル共重合体９．１０重量
％、ジエチレングリコール５．００重量％、ポリオキシエチレントリデシルエーテル１．
５重量％、防腐剤０．１５重量％、水６３．１５重量％、尿素０．４０％、第二リン酸ア
ンモニウム０．２０重量％、硝酸カリウム０．５０重量％となる植物用着色肥料を調製し
た。
【００４６】
（実施例２）
　青色有機顔料分散水溶液（ＰＳＭブルーＨＢ、御国色素社製）１．０重量部、黄色有機
顔料分散水溶液（ＰＳＭイエローＧＬ、御国色素社製）１７．０重量部、緑色有機顔料分
散水溶液（ＰＳＭグリーンＦＢ、御国色素社製）２．０重量部、メタクリル酸メチル－ア
クリル酸ブチル－アクリロニトリル共重合体９．０重量部、ジエチレングリコール５．０
重量部、防腐剤（住化エンビロサイエンス社製、ネオシントール５０８７）０．２重量部
、および水５４．７重量部とを混合し、プロペラ撹拌機で１時間撹拌を行い、有機顔料を
含有するインク組成物を得た。
【００４７】
これとは別に、尿素０．４重量部、第二リン酸アンモニウム０．２重量部、および硝酸カ
リウム０．５重量部、水１０．０重量部に溶解させ、肥料成分を含む水溶液を調製した。
【００４８】
最初に用意しておいたインク組成物に、肥料成分を含む水溶液を８８．９：１１．１　　
の割合で混合し、最終的に、有機顔料分散水溶液２０重量％（有機顔料の固形分として４
％）、メタクリル酸メチル－アクリル酸ブチル－アクリロニトリル共重合体９．１０重量
％、ジエチレングリコール５．００重量％、ポリオキシエチレントリデシルエーテル１．
５重量％、防腐剤０．１５重量％、水６３．１５重量％、尿素０．４０％、第二リン酸ア
ンモニウム０．２０重量％、硝酸カリウム０．５０重量％となる植物用着色肥料を調製し
た。
【００４９】
詳細な成分分析によれば、表１に示すような組成になる。この分析において、最終の肥料
成分の測定は、肥料分析法（農林水産省農業環境技術研究所法(１９９２年版)）によった
。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
（実施例３）
　実施例１および２に使用した肥料成分以外でよく用いられる肥料成分とインク組成物と
の相溶性を調べるために、以下の実験を行った。
【００５２】
　青色有機顔料分散液（ＰＳＭブルーＨＢ、御国色素社製）１．０重量部、黄色有機顔料
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分散液（ＰＳＭイエローＧＬ、御国色素社製）１７．０重量部、緑色有機顔料分散液（Ｐ
ＳＭグリーンＦＢ、御国色素社製）２．０重量部、メタクリル酸メチル－アクリル酸ブチ
ル－アクリロニトリル共重合体９．０重量部、ジエチレングリコール５．０重量部、防腐
剤（住化エンビロサイエンス社製、ネオシントール５０８７）０．２重量部、および水６
６．３重量部とを混合し、乳化分散混合機で1時間撹拌を行い、有機顔料を含有するイン
ク組成物を得た。
【００５３】
　この溶液に、肥料の成分である、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム
、チオ尿素を、それぞれ単独で、０．５重量部ずつ加えた。その結果、ピロリン酸ナトリ
ウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、およびチオ尿素のいずれも単独で、インク組成物と
混合し、沈殿物はほとんど生じなかった。
【００５４】
（着色効果の評価）
実施例１で得られた植物用着色肥料の着色効果を評価した。得られた植物用着色肥料を２
５倍に希釈し、散布量２５０ｍｌ／ｍ３で、高麗芝に１回散布し、着色状態を観測した。
その結果、その直後には、着色肥料を散布しない場合と比較して、芝生の色が明らかに鮮
やかな緑色に変わっていた(図１)。
【００５５】
（施肥効果の評価）
実施例１で得られた植物用着色肥料の施肥効果を評価した。得られた植物用着色肥料を２
５倍に希釈し、散布量２５０ｍｌ／ｍ３で、１回散布し、７日毎に着色状態および生育を
観測した。その結果、散布後からすぐに、着色肥料を散布しない場合と比較して、芝生の
色および生育が明らかに優っていた。
【００５６】
（施肥効果の評価）
実施例１で得られた植物用着色肥料の施肥効果を評価した。得られた植物用着色肥料を２
５倍に希釈し、散布量２５０ｍｌ／ｍ３で、姫高麗および高麗の芝生区画に、１日１回散
布し、２週間後の根の重量を測定した。測定は、掘り下げ試験測定方法にて行った。すな
わち、φ５５×１１０の球根用ホールカッターを用い、目視で最も緑色度の高い箇所の芝
生を掘り下げた。掘り下げた土壌付き芝生の土壌を水道水で洗い流し、水を切った。根と
地下茎部を切り分け、生重量を測定した。その後５０℃で３日間乾燥させ、その乾燥重量
を測定した。結果を表２に示す。
【００５７】
【表２】

【００５８】
着色肥料を散布しない場合と比較して、芝生の生育が根の重量ベースでも明らかに優って
いた。
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